
1060 容器・包装における気相蒸着（CVD）技術の応用、評価、開発動向」
Application of CVD coating for Packaging Materials and Contaminaers

CVD技術を利用して容器・包装基材の表面に機能性薄膜を付与する技術は

1990年代から実用への展開が進展している。付与される機能はガスバリア製改善、溶出吸着抑制、

耐候性改善、滑り性付与等多岐にわたる。

ＤＬＣ（ダイヤモンドライクカーボン）、シリカ系薄膜を中心に、

減圧、大気圧下でのプラズマCVD技術の概要、プロセス開発の現状、

評価、分析手法、特許状況、市場動向について概説する。

【講座内容】

１．CVD技術とは

２．機能付与のメカニズム、評価方法、性能比較

３．包装材料・容器における各種コーティング技術の状況、特許動向

４．薄膜の評価方法

５．機能薄膜応用製品技術、開発動向、市場の動向
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